
9月4日（金）14:30～17:00

■会場 たけまるホール（旧 中央公民館）研修室2     
  〒630-0245 奈良県生駒市北新町9-28
  アクセス https://ikomashisg-takemaru.jp/info#access
■参加費 500円（会場使用料）

時間 内容

14:30–14:35 開会挨拶

14:35–14:55 田中 直子（北星学園大学）

「移動空間における観光コミュニケーション：ドライバーガイドの役割と実践に関する質的分析」

14:55–15:15 澤井 萌（茨城キリスト教大学）

「観光英語を活用したホスピタリティ教育の実践 ― 講義からクルーズ旅行者への接遇体験まで

―」

15:15–15:20 休憩

15:20–15:40 後藤 亮（神田外語大学）

「中学校英語教科書における観光コミュニケーションの描かれ方 ― EIL（国際英語）の観点からの

実態調査―」

15:40–16:00 藤田 玲子（成蹊大学）

「サステイナブル・ツーリズムを支えるコミュニケーション：国内外の研究動向」

16:00-16:10 休憩

16:10–16:55 総合討論・意見交換

テーマ：「観光コミュニケーション研究の可能性」

16:55–17:00 閉会挨拶

https://ikomashisg-takemaru.jp/info%23access
https://ikomashisg-takemaru.jp/info%23access
https://ikomashisg-takemaru.jp/info%23access


参加申込（締切8月29日） 
https://forms.gle/aRhzDTpSacFe777B7

懇親会（予定）
研究会終了後、奈良駅周辺にて19時頃より懇親会を予定しています。

詳細は決まり次第ご案内いたします。

観光コミュニケーション分科会 代表 綛田はるみ  副代表 田中直子

田中 直子（北星学園大学）
「移動空間における観光コミュニケーション：ドライバーガイドの役割と実践に関する質的分析」
近年の規制緩和により、通訳案内士がガイド業務の一環として自家用車等に旅行者を乗せて案内する「ド
ライバーガイド」という新たな実践が可能となった。本研究では、この制度変化によって生まれた「ガイドが運
転者を兼ねる」という新たなガイド実践に着目し、移動空間における観光コミュニケーションの特徴を考察す
る。全国・地域通訳案内士14名を対象に半構造化インタビューを実施し、その役割と実践を質的に分析し
た。その結果、ドライバーガイドは、運転と安全確保を優先しながら、説明の量やタイミングを調整する一方、
車内という比較的プライベートな空間を活かし、旅行者との近しい関係を形成していることが示された。これ
らの結果を踏まえ、移動を単なる目的地間の移送ではなく、観光体験とコミュニケーションが生成される場
として捉えるMobilities Paradigmの議論を参照しながら、ドライバーガイドによる観光コミュニケーションの特
徴を考察する。

澤井 萌（茨城キリスト教大学）
「観光英語を活用したホスピタリティ教育の実践 ― 講義からクルーズ旅行者への接遇体験まで―」
発表者は訪日旅行会社での実務経験を基に、大学において「インバウンド観光英語」などの観光英語に関
する講義を担当している。講義では、ツアーブローシャーを活用した英文旅程の作成やモックガイディング
（模擬ガイディング）など、観光英語を実践的に運用するための学習活動を取り入れている。さらに2025年
からは、講義での学びを実際の観光現場で活用する機会として、茨城県内に寄港する外国クルーズ客船
の旅行者を対象とした英語ボランティアによる接遇活動を開始した。本活動は、教室で学んだ観光英語を
実際の旅行者とのコミュニケーションに接続する実践であり、複数回参加する学生もみられる。また、参加
学生からは、英語力の伸長を実感したとの声や、留学後の語学力を維持する機会として参加したとの声も
得られている。本発表では、講義における観光英語教育から学外での観光実務体験へとつなげる一連の
教育実践について報告する。

後藤 亮（神田外語大学）
「中学校英語教科書における観光コミュニケーションの描かれ方 ―EIL（国際英語）の観点からの実態調
査―」
本発表では、現行学習指導要領下で使用されている中学校英語検定教科書6社18冊を対象に、EIL（国
際共通語としての英語）の観点から観光コミュニケーションの描かれ方を検証する。まず、各レッスンにおけ
る観光場面の出現状況とその比重（レッスン全体か一部か）について分析を行った。次に、教科書内で使
用される音声において非母語話者設定の登場人物が母語話者の発音で吹き替えられている事例、の2点
を集計し傾向を記述的に整理した。分析からは、観光場面の扱われ方に出版社間で差異が見られるとと
もに、紙面上の多様な国籍設定と実際の音声モデルとの間に乖離が見られる事例も確認された。学習指
導要領が掲げる多文化共生や実践的コミュニケーション能力の育成という目標に対し、教材が「誰のため
の英語で・誰の視点から観光を語るか」という規範を暗に構築している可能性を指摘し、教材設計への示
唆を論じる。

藤田 玲子（成蹊大学）
「サステイナブル・ツーリズムを支えるコミュニケーション：国内外の研究動向」
サステイナブル・ツーリズムの推進は、ホスピタリティ業界においてますます重要な要素となっている。環
境・地域社会・経済のバランスを取りながら、持続可能な未来へつなげる観光経営を実現することは、観
光に関わる私たちの責務であると言える。特に宿泊産業は、旅行者の体験の中心に位置し、地域資源の
利用や従業員の働き方、文化の伝達など、多様な側面で持続可能性に直接影響を与える。そのため、旅
行者・ゲスト・スタッフを含めたすべてのステークホルダーがサステナビリティを正しく理解し、日常的に推進
していくためには、コミュニケーションが極めて重要な役割を果たす。本発表では、日本ではまだ研究例の
少ないサステナビリティ・コミュニケーションとツーリズムの接点、特に宿泊施設に関連した文献を概観する。
国内外の研究を整理しながら、その定義や役割、特徴など重要なポイントを紹介する。

発表要旨
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